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●実践研究のねらい 
〇武道専門家による系統性のある指導を受けることで、武道の楽しさを味わい、武道の魅力を感じ

ることができる。 

〇剣道・弓道の実践をする中で、武道の伝統的な考え方を理解する。 

〇武道の学習を通して、礼義作法を学び、日常生活に生かそうとする気持ちを涵養する。 

 

●多様な武道の指導モデル 第３学年（２学級３７名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●指導の工夫 
１ 剣道について 

本事業活用３年目となった。１年目は全学年が同じ学習内容で授業を行ったが、２年目、３年目と

継続することで、各学年の段階に応じた内容で授業を行うことができた。また、光市内の中学校に剣

道授業の様子を公開したり、山口県剣道連盟の授業協力者養成講習会を、本校を会場に開催したりす

ることにより、本校の剣道授業や本事業の様子や内容を伝えることができた。 

２ 弓道について 

光市弓道連盟よりボランティアを含めた２０歳代から８０歳代の指導者６名を迎えて授業を行うこ

とにより生涯スポーツを肌で感じることができた。本来であれば授業の中で行射まで行うのは難しい

が、「弓を実際に射ってみたい」「的に当ててみたい」という生徒の思いに弓道連盟の方が応えてくだ

さった。安全面を確保した上で、的までの距離を短くしたり、マンツーマンでの指導体制を構築して

くださったりしたおかげで、全校生徒が行射を体験することができ、弓道の魅力に存分にふれること

ができた。また、授業時に報道３社が来校して取材を行い、弓道授業の様子が各方面に発信された。

光市弓道連盟が部活地移行の登録団体であるため、部活地域移行の観点からも効果があると思われる。 
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●授業の様子 

 

 

 
【剣道：模範演技】 

授業協力者と３年間指導を受けた本

校教員が模範演技を見せることで、生

徒の意欲関心が高まった。 

 【弓道：行射体験】 
３年間、継続して弓道を行うことで、

行射体験において、的中する生徒が学

年が上がるごとに増えた。 

 

●生徒の取り組みや意識の変容、感想など 
１．多様な武道（※２種目以上ま

たは、柔道、剣道、相撲以外の

武道）を学習したことで、武道

への関心は高まりましたか。 

２．多様な武道を学習したこと

で、伝統的な考え方や行動の仕

方への理解は深まりましたか。 

３．多様な武道を学習する授業は

楽しいですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

いずれの質問項目にも９０％以上の肯定的な回答が得られた。授業後の感想で特に印象的であったの

が、「礼儀」「礼法」「日本の伝統や文化」に関する記述をした生徒の多さである。剣道と弓道を専門的か

つ楽しく学べたことで、多くの生徒が技能面だけでなく、今後の生活に活かすべく大切なことに気付く

ことができたようである。その傾向は、学年が上がるにつれ高くなった。武道の授業を通して、学校生

活の他の場面でも生徒の成長を感じている。 
 

●成果 
○ ２種目の武道の授業を通して、「礼儀」「礼法」を今後の日常生活に活かしていきたいという思いが

年々向上してきたこと。 

○ ３年間、継続して指導者を招聘して「剣道」「弓道」の授業を行うことで、生徒が自らの技能の高ま

りを感じることができ、武道の魅力を感じる生徒が増えた。 

○ 武道推進モデル校を継続したことで、３年間の指導の流れを教員自身が学ぶことができ、指導力が

向上したと共に、授業協力者である剣道連盟・弓道連盟の方との関係性の構築を図ることができた。 
 

●課題 
 体育科教員が各学校の施設環境に応じた武道授業を行っているのが現状であるが、本事業を３年間、

活用させていただき、武道のもつ特性や安全面の確保からは、専門家の授業が望ましいと考えるよう

になった。本校では、本事業を活用した３年間、武道の授業における生徒のケガは発生しなかった。 

しかし、このように指導してくださる授業協力者の人数も十分でないため、体育科教員の指導力向

上はもちろんであるが、武道授業における新たな地域指導者の養成と発掘も大切であると考える。 
 

54.2%

42.1%

2.8% 0.9%

高まった やや高まった

あまり高まらなかった 高まらなかった

54.2%

41.1%

3.7%
0.9%

深まった やや深まった

あまり深まらなかった 深まらなかった

78.5%

17.8%

3.7% 0.0%

楽しい やや楽しい

あまり楽しくない 楽しくない


